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QC事務局の業務見直し ～サークルレベルの向上～
アーレスティテクノサービス アツミ ミサキ

QC活動を推進するため事務局業務の見直しを行

い、会社全体の力量を上げるため事務局員所属の

サークルレベル向上を図った。

サークルのモットー

若手からベテランと女性5名、男性1名というサークル構成です。女性に圧倒されているようにみえますが、

年齢、性別に捉われずジェンダーフリー的な思考かつ皆が意見を言える雰囲気づくりを目指し、実現に向

かって邁進しているサークルです。



テーマ選定です。 活動計画と実績です。

サークル員で日ごろ困っていることを話し合い、点数付けを行いました。 おおむね計画通りに進めることができました。

一番点数の高かった「QC事務局の業務見直し」に決定しました。

現状把握です。 まず、大会プログラムと提出書類案内についてです。大会プログラムは事業所QC大会の

QC事務局業務を年間スケジュールにまとめました。 スケジュールが掲載されているもの。提出書類案内は各サークルから提出頂く書類の

年度末から年度初めにかけて、そして下期の初めに業務が集中しています。 期日等についての案内を記したものです。これらのフォーマットの編集はWordで

特に、事業所QC大会に関する準備・運営・まとめの業務が多くなっています。 行っています。Wordは日常業務で使用頻度が低いためか、操作に慣れていません。

レイアウトが組みづらかったり、調整に時間がかかってしまっています。

ここで、事務局の年間スケジュールについての話に戻ります。 メインテーマはQC事務局業務の見直し。

毎年、事業所計画の作成に苦労しています。 サブテーマとしてサークルレベルの向上に決定しました。

様々な施策を講じてきましたが、直近の2022年度モチベーションアンケートの

肯定回答の数値が低く、全体のサークルレベルはなかなか上がりません。

アンケートでは、サークル員が揃っての活動が難しい、等の意見がありました。

・右下にＮｏを入れて下さい。
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ここからはサークルレベルについての現状把握です。 目標設定です。

2022年下期の評価結果は、X軸・Y軸ともに14点で出世魚は「いなだ」でした。 事業所QC大会の業務にかかっている時間を20％削減する。

過去5回分の活動においても大きな変化はありません。 サークルレベルをX軸・Y軸それぞれ１点UPさせ、わらさを目指す。

また、Y軸よりもX軸が低くなる時期が多いことが分かります。 以上の２つに決定しました。

特性要因図から分かったことを重要要因として、それぞれ検証しました。

事業所QC大会の業務に関する要因解析です。 サークル内で情報共有が出来ていない、という重要要因に対して、情報がメンバーに降りていないので

サークル員全員で問題点を洗い出し、特性要因図にまとめました。　
しっかりと共有が出来れば対応時間が削減できるのではと検証と予測をしました。

手順・座長マニュアル・提出物の見直しが出来ていない検証と予測についてもご覧の通りです。

まず、これまで見直しをしていなかったWordのフォーマットについて振り返ります。

事業所QC大会に関連する業務の時間を削減するため、対策を立案、検討しました。 提出書類のお知らせ等、Wordを使っての編集に時間がかかり、苦労していました。

効果、実現性、コストで評価し、合計が15点の対策について、実施することにしました。 また、従来と同じ書式を使わなければ、との先入観からやり方を変えてきませんでした。

事業所内で作成しているフォーマットは規定で定められたものではないので、

改定することとしました。
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それでは対策実施に入ります。 次に、各役割を再認識してもらうため、AS「QCサークル推進要領」から抜粋したものをまとめ、

事業所QC大会のプログラムと提出書類案内をExcelに変更しました。 リーダー会で展開しました。

Excelは使い慣れているソフトなので編集がしやすく、ストレスもなくなりました。

他拠点の運営方法を教えて頂きました。事務局業務を効率よく行うための工夫や、 続いて、座長マニュアル・報告書の見直しを行いました。

サークル員のモチベーションアップにつながる取り組みがなされていました。 座長マニュアルは、大会ごとに変わる発表サークル順、それに対する寸評者は右側にまとめて記載。

ATSでは、座長マニュアル・報告書の作成についての情報を取り入れることにしました。 本文は同じセリフの繰り返しなので簡略化し、サークル名と寸評者名を順に当てはめる様にしました。

モチベーションアップも大切です。発表事例の中身をしっかりと聴講し、 これによりページ数も大幅に減らすことができました。

レベルアップにつなぐという意味でも、大会の順位予想を実施することにしました。 また、報告書は廃止し、詳細は発表資料提出フォルダを見てもらう様に案内しました。

重要要因に対して検証と予測を行いました。 私達のサークルレベルを向上させるため、対策を立案し、検討しました。

会合での要因をはじめとして、教育計画の不足についての重要要因も挙げられました。 同じように効果、実現性、コストで評価し、合計が15点の対策を

実施することにしました。
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サークルレベルについては、現状把握でチーム全体の発言力の弱さが明るみになりました。 では、対策実施に入ります。

積極的に意見が言えず、全員が発言出来ていません。 全員が参加でき、活気ある活動を目指すために、役割を設けることにしました。

また、先輩社員は後輩への気配りが不足していました。 進行役、タイムキーパー、書記を当番制で回していきます。

しかし、サークルの良いところもあります。 会合記録へ役割分担とその内容を記載しました。

出した意見は否定されることはなく、資料作成も分担して行っています。

現状把握では、QCの基本的な考え方と問題解決のステップが

弱いことが分かったため、手法の正しい使い方を知ることが大切です。 ただ、これまで使ってきた手法がNGというわけではありません。

これまで使用したことがない手法に挑戦するため、連関図を作成してみました。 今回の活動内容に適したQC手法であるグラフを多用するため、

しかし、今回のテーマは原因が明確なため、連関図は適していませんでした。 eラーニングを全員受講し、理解度を高めました。

今後、コンテンツが増加されましたら、そちらも受講する予定です。

基本研修会と外部大会の聴講にそれぞれ1名ずつ参加しました。

次に、教育資料、他拠点の優秀事例をサークル員に展開し、今回の活動でも参考にしました。 感想として、「グループワークを行い、QC手法を細かく確認できた。」

また、QCサークル活動の壁新聞の情報も参考にし、活用できる情報も取り入れました。 「2名の掛け合いで発表していて、ストーリーが分かりやすかった」とのことでした。

外部大会聴講には、当時の事業所大会発表者が参加しました。

とても良いタイミングで聴講に行くことが出来、良い機会となったと思います。
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次に、会合前に議題や宿題の進捗を共有しました。

事前に各自で意見をまとめることで会合での発言に繋がり 効果の確認です。

活動の流れを理解しやすくなりました。 事業所QC大会に関する業務時間について、確認しました。

会合開催日は9の付く日を目安に設定しました。 これまで23時間かかっていましたが、16.75時間となり、約27％削減できました。

残りの会合日数の把握、日程調整が出来、計画に遅れが生じにくくなりました。 目標達成です。

続いて、サークルレベル向上に関する効果の確認です。

目標達成です。 アドバイザーに、レベル評価をしてもらいました。

2022年度下期の評価はX軸、Y軸ともに14点でしたが、 御覧の様に、X軸Y軸共に評価が上がりました。

2023年度上期はX軸が17点、Y軸が18点で、わらさにレベルアップしました。 2点以下ではなかった項目の評価も上がっています。

まとめと振り返りです。

事業所QC大会の業務時間削減に対する歯止め、 2022年度下期と比較すると、X軸・Y軸共に点数がアップし、

サークルレベルの向上に対する歯止めをそれぞれ行いました。 出世魚のレベルもいなだからわらさになりました。

若手社員、ベテラン社員共に、改めてQC活動について学び直す

良い機会となりました。
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